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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  森林文化アカデミー まで

木
育
建
築
：
理
念
の
具
現
化
と
い
う
建
築
の
カ
タ
チ

　

森
林
の
た
よ
り
２
０
１
１
．11
月
号
の「
木
で
育
ち『
木

育
』
が
求
め
ら
れ
る
時
代
」
の
な
か
で
、
木
育
の
あ
る

保
育
園
を
創
る
重
要
な
要
素
（
モ
チ
ー
フ
）
と
し
て
、「
環

境
」、「
地
域
」そ
し
て「
感
性
」の
３
つ
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
こ
の
３
つ
の
要
素
を
、
い
か
に
し
て
建
築
と

い
う
カ
タ
チ
の
な
か
で
具
現
化
さ
れ
る
の
か
を
、
岐
阜

／
美
濃
で
取
り
組
ま
れ
た
例
を
使
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
の
取
り
組
み
は
、
こ
の
地
域
で
は
よ
く
見
ら
れ

る
、「
川
か
ら
山
へ
と
続
く
傾
斜
地
に
設
計
さ
れ
た
保
育

園
舎
」
と
い
う
こ
と
で
、
国
産
・
地
域
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
い
、
森
林
環
境
を
感
じ
、
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ

た
知
恵
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
『
木
育
モ
デ
ル
園
』

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

表

－

１
は
、
今
回
提
案
し
た
木
育
設
計
に
活
用
し
た

モ
チ
ー
フ
の
一
覧
で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
を
使
い
設
計
・
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
実
践
例
の
一
部
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
ん
な
モ
チ
ー
フ
の
取
り
入
れ
方
は
、
皆
さ
ん
も
ど

こ
か
で
み
た
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
「
人
と
森
を
生
か
す

知
恵
」
の
モ
チ
ー
フ
で
も
あ
る
こ
と
に
、
気
が
つ
か
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
う
い
っ
た
知
恵
は
、
森
林
文
化

の
カ
タ
チ
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
周
り
に
た
く
さ
ん
散
り

ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

木
造
建
築
設
計
を
行
う
場
合
、
現
代
で
は
ソ
フ
ト
と

連
動
し
た
建
築
職
能
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
紹

介
し
た
事
例
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
ソ
フ
ト
を
連
動

さ
せ
た
「
木
育
」
ベ
ー
ス
の
設
計
・
建
設
手
法
は
、
今

後
非
常
に
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
木
造
建
築
講
座
で
は
、
多

様
な
講
師
陣
を
活
用
し
、
木
材
消
費
の
拡
大
も
可
能
と

す
る
環
境
保
全
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
を
踏
ま

え
た
木
造
建
築
教
育
と
し
て
、「
木
育
建
築
」
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

表－１　木育設計のモチーフ例

写真１　「環境」モチーフを考慮した
構造と建材選び・1階　遊戯室

写真３　木のカタチをした檜舞台

写真５　地元の竹林の竹を地域の人が竹ヒゴにし、
本美濃和紙と柿渋で皆が作った一閑貼りの建具

写真６　岐阜の広葉樹と鵜飼い舟材の床　

写真７　広葉樹の葉っぱをかたどったリサイクル・ガラス
写真４　のり付けしない暖かい天
乾杉の置き床・ペレットの床暖房　

写真２　「感性」モチーフを考慮した
床・空間デザイン・地階　保育室

屋根デザイン
木を身近に感じる構造
樹が建物の木材に視覚化されたデザイン
化石エネルギーからの切り替え
ペレットの活用
ゴミを出さない設計方針
通常売れないタイプの木も買う
売れない理由をデザインへ活用：節、枝、曲り、大径木
売れない理由をデザインへ活用：管理されない天然木
歩留良く材を活用する：丸太
歩留良く材を活用する：角を落とさない板材
高低差を活用し、変化にとんだレベル設定
陰の作る空間デザイン
バランスを考えて仕上げ建材選定
既存と新築のバランス設計
紙の再利用・一閑貼りなど
古材のリサイクル設計
裸足・内・外で遊ぶ
岐阜の特徴・特産物を使った設計
１０００年を超える紙の歴史
１７０年を超えるお寺の歴史
地域活動が行われる場所・避難場所
お家でのくらし（内・外問わない）
遊戯（歌う・踊る）
物価表に拘りすぎない
流通材とオーダーメイド材を適材適所に活用
人工乾燥と天然乾燥をバランスよく活用
建設開始より１.５年以上前から材料手配を検討
無垢材使用
桧、杉
広葉樹
本美濃和紙、柿渋
古材をリサイクル材として活用
竹ヒゴとし、建具に活用
子供の頃のお手伝いで培った技術の再発見と活用
仕事で身に付けたのとは異なる技術・知恵
グループ・ワーク、花みこしの竹ヒゴ
鵜飼い船
両手足を考慮したデザイン＜這う・裸足を意識＞
板材強度と柔らかさを伝えるデザイン
生物資源である板材を伝えるデザイン
内部表面温度の差を小さくする工夫
落ち着く光計画
桧舞台
子供の世界を引き出すしくみをデザイン
１５種類の木材活用
葉っぱの同定ができる窓
小さなスペース(機能性は無）
聴覚・触覚へ向けたデザイン
木育デザイン
地域を受けとめるデザイン
有機的に動ける空間
安全性＋自由な動きが可能なサイズ
音・声・振動が子供たちの生命力として伝わる空間

深い山

近隣の森

バイオマス資源

切り捨て間伐の倒木

売ることのできない植林・
天然林の樹

木材のゴミ

傾斜地
西日

お寺

子供たち
岐阜

歴史

みんなの場所

保育

木材生産地

特産物

地域のシンボル美濃橋
竹林

家族の作業

文化・伝統

保育室

お昼寝空間

遊戯室

木材
リサイクル・ガラス

子供

保育園活動

オペレッタ

設計ポイントモチーフ 特徴項目 写真番号

環
　
境

地
　
域

感
　
性

1
１・２・４
１・２・４
4
4
２・３
１・２・４
１・３・４
１・２・４
１・２・４
１・２・３・４

^
1
５・６
6
5
6

１・２・３・６
２・３・４・５・６

5
6
5
2
1

２・３・５・６
4
4
^

２・３・４・６
２・３・４
6
5
6
5
5

１・５・６
5
6

２・３・４・６
２・４
２・３・４
2
１・２
3
1
４・６
7
4
2

１・２・３・４・６・７
２・５
1
１・３
１・２
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